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ＪＡバンク石川のネットワーク

　ＪＡグループは、農家組合員をはじめとする組合員組織を基盤に、市町段階のＪＡ、県段階・全国段階の連合会組織で構

成し、それぞれが機能を分担のもと、信用事業、指導事業、経済事業、共済事業等を展開しております。

　このうち、信用事業においては、ＪＡ・信連・農林中金で構成するグループを総称して「ＪＡバンク」とし、グループ全体

のネットワークと総合力で、地域の皆さまに、より身近で便利、そして安心なメインバンクとなることを目指しております。

　石川県下16ＪＡの信用事業部門と当会を総称して「ＪＡ

バンク石川」とし、ＪＡと一体となって信用事業を展開して

おります。

　当会は、信用事業を行う県段階の連合会組織として、県下

ＪＡの事業運営をサポートするとともに、県域を営業エリア

とする地域金融機関として地域の皆さまから信頼される事業

運営を行い、地域農業および経済の発展に貢献できるよう努

めております。

ＪＡバンク石川の概要について
ＪＡグループ石川の仕組み
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ＪＡバンクシステム

J　　　　A

ＪＡバンク基本方針

組合員・利用者の皆さま

信　　　　連

農 林 中 金

ＪＡバンク県本部

ＪＡバンク中央本部

ＪＡバンク会員の
経営健全性確保

良質で高度な
金融サービス

一体的
事業運営

破綻
未然防止
システム

安心 便利

　組合員・地域利用者の皆さまに、より便利で安心な金融機関としてご利用いただくため、全国のＪＡ・信連・農林中金の

総合力を結集し、再編強化法に基づき、実質的に「ひとつの金融機関」として活動する取組が「ＪＡバンクシステム」で

す。このＪＡバンクシステムを活用し、全体の高度化、専門化などを進めていきます。

・実質的に一つの金融機関として機能するような
　運営システムの確立
・共同運営システムの利用
・全国どこでも統一された良質で高度な金融サー
　ビスの提供

・ＪＡの経営状況のモニタリング
・ＪＡに対する経営改善指導
・ＪＡバンク支援基金による資本注入など
　のサポート

　ＪＡバンクでは、「破綻未然防止システム」と「貯金保険制度」により「ＪＡバンク・セーフティネット」を構築してい

ます。これにより、組合員・利用者の皆さまにより一層の安心をお届けします。

ＪＡバンク・セーフティネット

破綻未然防止システム
ＪＡバンクの健全性を確保し、ＪＡの経営破
綻を未然に防止するためのＪＡバンク独自の
制度です。
具体的には、①個々のＪＡの経営状況につい
てチェック（モニタリング）を行い、問題点
を早期に発見、②経営破綻に至らないよう、
早め早めに経営改善等を実施、③全国のＪＡ
バンクが拠出した「ＪＡバンク支援基金」等
を活用し、個々のＪＡの経営健全性維持のた
めに必要な資本注入などの支援を行います。

貯金保険制度とは、貯金者保護・信用秩序の
維持のための国の公的制度であり、ＪＡ・信
連・農林中金などが加入しております。
貯金保険制度における貯金者保護のための仕
組みは、銀行・信金などの預金保険制度と基
本的に同じ内容となっております。

貯金保険制度

ＪＡバンクシステムとは…

ＪＡバンク・セーフティネットとは…ＪＡバンク石川のネットワーク
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【貯　金】

【預け金】

【貸出金】

【有価証券】

損益の状況

主要勘定の状況

本資料に掲載されている計数は、令和４年９月末仮決算に基づいております。

JAバンク石川信連の財務状況等について

（単位：百万円）

単体自己資本比率（国内基準適用）
（単位：百万円）

注．金融庁・農林水産省告示第２号農業協同組合等がその経営の健全性を判断するための基準に基づき算出しております。
　　国内基準行においては４％以上、国際統一基準行においては８％以上の自己資本比率が求められております。

令和３年９月末 令和４年３月末 令和４年９月末

4,605
2,908
1,696
1,456

7,833
5,955
1,878
1,737

4,404
2,685
1,719
1,455
 

経 常 収 益
経 常 費 用
経 常 利 益
当 期 剰 余 金

令和３年９月末 令和４年３月末 令和４年９月末
63,135
376,803
16.75%

61,887
376,867
16.42%

63,357
375,363
16.87%

自 己 資 本
リ ス ク ・ ア セ ッ ト 等
自 己 資 本 比 率

項　　　目

令和３年９月末

令和４年３月末

令和４年９月末

令和３年９月末

令和４年３月末

令和４年９月末

令和３年９月末

令和４年３月末

令和４年９月末

令和３年９月末

令和４年３月末

令和４年９月末

11,373

11,002

1,518

2,046

（単位：億円） （単位：億円）

（単位：億円） （単位：億円）

8,064

1,614

1,656

7,335

10,899

7,478 2,123

2,073

9,000 10,000 11,000 12,000

6,000 7,000 8,000 9,000

・本資料に掲載してある計数は原則として百万円単位未満を切り捨
てのうえ表示しております。

・計数中の“０”は計数が百万円単位未満であることを、“－”は
該当する計数が無いことを表わしております。

1,300 1,400 1,500 1,600 1,700

1,800 1,900 2,000 2,100 2,200
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・本資料に掲載してある計数は原則として百万円単位未満を切り捨
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・計数中の“０”は計数が百万円単位未満であることを、“－”は
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1,300 1,400 1,500 1,600 1,700

1,800 1,900 2,000 2,100 2,200

有価証券等時価情報

農協法及び金融再生法に基づく開示債権

注．金銭の信託の時価は、各基準日における市場価格等に基づいて算出しております。

注．有価証券の時価は、各基準日における市場価格等に基づいて算出しております。
取得価額は、償却原価適用後、減損適用後の帳簿価額を記載しております。

【有価証券】

【金銭の信託】

（単位：百万円）

令和３年９月末 令和４年３月末 令和４年９月末

満期保有目的
そ の 他
合 計

取得価額 時　　価 差　　額 取得価額 時　　価 差　　額 取得価額 時　　価 差　　額
2,600

197,186
199,786

2,586
202,093
204,680

△ 13
4,907
4,893

5,300
206,319
211,619

5,133
207,014
212,148

△ 166
695
529

8,700
202,610
211,310

8,307
198,656
206,963

△ 392
△ 3,953
△ 4,346

区　分

（単位：百万円）

令和３年９月末 令和４年３月末 令和４年９月末

運用目的
そ の 他
合 計

取得価額 時　　価 差　　額 取得価額 時　　価 差　　額 取得価額 時　　価 差　　額
739
－
739

735
－
735

△ 3
－
△ 3

739
－
739

696
－
696

△ 43
－

△ 43

800
－
800

804
－
804

4
－
4

区　分

（注）１．破産更生債権及びこれらに準ずる債権
　破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債
権をいいます。

　　　２．危険債権
　債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りがで
きない可能性の高い債権をいいます。

　　　３．要管理債権
　農協法上の「三月以上延滞債権」に該当する貸出金と「貸出条件緩和債権」に該当する貸出金の合計額をいいます。

　　　４．三月以上延滞債権
　元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から三月以上遅延している貸出金で、破産更生債権及びこれらに準ずる債権及び危険債権に該
当しないものをいいます。

　　　５．貸出条件緩和債権
　債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利
となる取決めを行った貸出金で、破産更生債権及びこれらに準ずる債権、危険債権及び三月以上延滞債権に該当しないものをいいま
す。

（単位：百万円）

令和３年９月末 令和４年３月末 令和４年９月末
破産更生債権及びこれらに準ずる債権
危 険 債 権
要 管 理 債 権

三 月 以 上 延 滞 債 権
貸 出 条 件 緩 和 債 権

小　　　　　　　　　計　（Ａ）
正 常 債 権
合　　　　　　　　　計　（Ｂ）
不 良 債 権 比 率　（Ａ／Ｂ）
保 全 額　（Ｃ）

担 保 ・ 保 証
引 当

カ バ ー 率　（Ｃ／Ａ）

378
511
0
－
0

890
151,574
152,465
0.58％
890
10
880

100%

372
509
0
－
0

882
161,119
162,001
0.54％
882
10
871
100%

366
8
0
－
0

374
165,879
166,254
0.23％
374
14
360
100%
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JA組合員および地域・利用者の皆さまの資金ご利用状況

JA組合員および地域・利用者の皆さま

貯

　
金

貯

　金

貸

出

金

貸
出
金

貯

　金
貸
出
金

JAバンク石川信連

石川県下16JA
出資金総額249億円　　店舗数89店舗
ATM設置台数129台（令和４年11月28日現在）

12,499 623 874

720 90912,558

10,494

10,404
119

42

12141

92 894 628

912 623121

79

83

674 1,232 1,205

687 1,254 1,260

■ 個人　■ 地方公共団体等　■ その他 ■ 県下JA　■ 地方公共団体　■ 個人　■ その他

■ JA等会員　■ 地方公共団体　■ 地元中小企業等■ 農業制度資金等　■ 地方公共団体等　■ 各種ローン等　■ 事業資金その他

令和４年３月末：13,997

令和４年９月末：14,189

令和４年３月末：11,002

令和４年９月末：10,899

令和４年３月末：3,192 令和４年３月末：1,614

332

344

令和４年９月末：3,285 令和４年９月末：1,656

JAバンク石川の地域密着型金融への取組状況等について
　当会は、石川県を事業区域として、県内JA等が会員となって、相互に助け合い、発展していくことを共通の理念として
運営されている相互扶助型の農業専門金融機関であるとともに、地域社会の一員として、金融を通じて県内経済の継続的発
展に努めている地域金融機関であります。また、金融サービスの提供はもとより、環境・文化・教育・スポーツといった面
からも広く地域社会の活性化に取組んでおります。
　なお、当会では、平成29年３月に金融庁が公表した「顧客本位の業務運営に関する原則」を採択し、利用者の皆さまの安
定的な資産形成に貢献するため「お客さま本位の業務運営に関する取組方針」を制定しております。
　また、金融円滑化にかかる基本方針を定め、中小企業等への経営支援に取組むとともに、経営者保証に関するガイドライ
ン研究会公表の「経営者保証に関するガイドライン」を踏まえ、誠実に対応するよう努めております。

JA組合員および地域・利用者の皆さまからの資金お預かり状況

（単位：億円） （単位：億円）

（単位：億円） （単位：億円）

【県下JA貯金】

【県下JA貸出金】 【JAバンク石川信連貸出金】

【JAバンク石川信連貯金】
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　新型コロナウイルス感染症、米価下落および大雨被害に係る対応

　新型コロナウイルス感染症および米価下落により減収となった農業者等に対し、金融円滑化対応や農業バックアッ
プ資金の貸出により、経営の維持継続に向けた支援を行っております。
　また、令和４年８月の大雨で被災した農業者に対し、災害資金の貸出により、農業経営の再建に向けた支援を行っ
ております。

　農業者の所得向上、地域の活性化に向けた取組み

１．農業者の所得向上に向けた取組み
　ＪＡバンクならではの金融仲介機能発揮による、農業者の所得向上等に向けた取組みを進めております。

担い手コンサルティングの取組み
　ＪＡバンクでは、営農・経済部門等と連携し農業者の経営課題の可視化や解決策の提案を行う「担い手コンサル
ティング」の実践に取組んでおります。

ＪＡバンク利子補給事業
　担い手農業者、地域農業者の借入負担を軽減するため、農業近代化資金、農業バックアップ資金、農業アシスト
資金、農業経営改善促進資金、アグリパートナーローンの借入者に対する利子補給を行っております。

農業近代化資金・農業バックアップ資金の保証料助成
　農業近代化資金・農業バックアップ資金の借入者に対し、保証料全額の助成をすることで、農業経営をバックア
ップし成長に向けた支援を行っております。

農業専門金融機関としての役割発揮
　農業専門金融機関として担い手に対する一層の機能発揮を目指して、県内16ＪＡ・当会に「担い手金融リーダー」
を設置するとともに、日本政策金融公庫「農業経営アドバイザー」資格取得者等による担い手の経営支援に取組ん
でおります。

農村地域振興等の基金（ファンド）への出資
　当会は、石川県が創設した「いしかわ農業参入支援ファンド」、「いしかわ里山振興ファンド」、「いしかわ次世代
産業創造ファンド」、「いしかわ中小企業チャレンジ支援ファンド」に対し、ＪＡバンク石川として基金の一部を出
資し、農業参入の支援・促進、農村地域振興等の観点から、ファンドの取組みを応援しております。

２．食農教育サポート
　未来を担う子どもたちに対して、食農を中心とする教育活動を通して、食、環境等と農業のつながりを知ってもらい、
農業に対する理解を深めるため、ＪＡバンク教材本「農業とわたしたちのくらし」を県内小学５年生及び特別支援学
校へ贈呈しております。

３．地域社会への貢献
　当会では、県内ＪＡとともに、地域社会の一員として農業と自然を大切にした地域貢献活動の実践を掲げ、環境・
文化・教育面にわたり幅広く活動を実施しており、これらの活動を通じて地域社会の振興・活性化に取組んでおります。

「いしかわ・金沢　風と緑の楽都音楽祭」への協賛
　北陸の音楽文化の発信や地方創生をテーマとした「いしかわ・金沢　風と緑の楽都音楽祭」への協賛を行ってお
ります。

「第45回ＪＡバンク石川くらしの絵コンクール」の開催
　「くらしと農業」をテーマに、子どもたちがくらしを見つめ考えることで正しい生活感の醸成を図るとともに、
美術教育の振興を目的として、第45回ＪＡバンク石川くらしの絵コンクールを開催し、令和４年10月の「石川の
農林漁業まつり」において入賞作品を展示するとともに、特別優秀賞受賞者への表彰式を執り行いました。

「クリーンビーチいしかわ」への協賛・参加
　環境保全に取組む「クリーンビーチいしかわ」に協賛し、毎年金沢市内で実施される海岸一斉清掃にボランティ
ア参加しております。

JA組合員および地域・利用者の皆さまの資金ご利用状況
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Ⓒよりぞう

石川県信用農業協同組合連合会
〒920-0383　金沢市古府１丁目220番地　TEL:076-240-5111
お客様ダイヤル　　　０１２０－３０－７７６６
ホームページ　http://www.is-ja.jp/jabank/
E - m a i l　 jabank@sin.is-ja.jp

設立年月　　昭和23年8月
総 資 産　　1兆1,624億円
出 資 金　　330億円
会 員 数　　75会員
役 員 数　　19名（経営管理委員12名、理事3名、監事4名）
職 員 数　　70名（男子45名、女子25名）
事 務 所　　本　所

プロフィール （令和4年9月30日現在）

　お客さま本位の業務運営に関する取組み
　ＪＡグループは、食と農を基軸として地域に根ざした協同組合として、助け合いの精神のもとに、持続可能な農業
と豊かで暮らしやすい地域社会の実現を理念として掲げております。
　当会では、この理念のもと、平成29年３月に金融庁より公表された「顧客本位の業務運営に関する原則」を採択
するとともに、組合員・利用者の皆さまの安定的な資産形成に貢献してまいります。
《お客さま本位の業務運営に関する取組方針》
　http://www.is-ja.jp/jabank/shinren/honi.html

　中小企業等への経営支援
　平成21年12月の金融円滑化法施行以来、合計53件、3,965百万円（令和４年９月30日まで）の貸付条件変更申
込みがあり、債務者の経営実態や企業特性を踏まえたうえで迅速な審査と適正な対応を行いました。
　なお、貸付条件変更後は定期的な訪問等により債務者の経営状況の把握に努め、適切な経営指導・経営改善支援等
に努めております。

　「経営者保証に関するガイドライン」への対応
　経営者保証に関するガイドライン研究会（全国銀行協会及び日本商工会議所が事務局）が公表した「経営者保証に
関するガイドライン」を踏まえ、当会は、本ガイドラインを尊重し、遵守するための態勢を整備し、お客さまと保証
契約を締結する場合、また、保証人のお客さまが本ガイドラインに則した保証債務の整理を申し立てられた場合は、
本ガイドラインに基づき、誠実に対応するよう努めております。

　お取引先とのネットワークづくり

アグリファンド石川
　昭和52年に、農業生産の中核的担い手となる自立経
営農家の育成と、農業経営の安定向上を目的に、旧農林
漁業金融公庫資金の利用者を対象に設立。
　現在、会員数は86先で、持続可能な農業経営を目指し、
会員が抱える経営課題の解決をテーマとした勉強会等、
農業経営の安定・向上に向けた活動を行っております。

翼信会
　昭和62年に、当会取引先企業等を会員とし、会員相
互の情報交換と研鑽を目的に設立。
　現在、会員数は43先で、年２回の経営者交流会のほか、
講演会、視察研修や従業員交流会等を行っています。
　また、アグリファンド石川と合同研修会を行うなど、
相互交流を図っております。


